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一「下士」の学問が「上士」の学問を凌駕する＿
法政大学キャリアデザイン学部教授笹川孝
1．課題の設定
福澤諭吉が１歳から19歳までのおよそ18年間を過ごした中津時代について、
田中王堂「福澤諭吉』（実業の世界社、1925年）石河幹明『福澤諭吉伝」（岩波
書店、1932年）以来、長い間『福翁自伝』のエピソードが紹介され、「再び
帰って来はしないぞ」と「後向いて唾して填々と足早にかけだした」という部
分や「門閥は親の仇でござる」ということが強調され、どちらかといえばネガ
ティブに扱われてきた。
この傾向に対して、久保田明浩「中津における福澤諭吉の修学とその世界」
(｢福澤諭吉年鑑』第９号、福澤諭吉協会、1982年)、横松宗『福澤諭吉中津
からの出発』（朝日新聞社、1991年)、川島眞人『蘭学の泉ここにわく」（西日
本臨床医学研究所、1992年）に代表される中津時代再評価の動きが、主に中津
関係者の間から出てきた。その主な論点は、中津藩の「藩政改革」と学塾との
関係、「中津の儒学」「中津の蘭学」と福澤との関係である。
これは福澤の中津時代にかんする研究史の大きな転換点で、きわめて貴重な
ものだといえる。ただ、私のような中津出身者ではなく、リテラシーの視点か
ら検討をしている者にとっては、なお、次の点で検討を進める必要がある。
一つは、古くは「宇沙」とも記されている宇佐・中津地方とはどういう場所
であり、横松が言う「豊前繁華の地」（横松ｐ４）と福澤が言う「田舎」とは
どのような関係にあるのか？という点である。
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今日の中津の町は、駅前のアーケード商店街がシャッター通り化する傾向も
ある一地方都市である。他方、新市街の広がりや中国市場をにらんでダイハツ
自動車の工場が群馬から移転し第２工場も建設され、港湾整備も進められるな
ど、新たな発展の要素もある。また、大分県に住む40歳以上の人々の中には、
｢かつての中津は大分より大きい県内随一の商業都市だった」という人も多い。
そして、古くは『古事記』等で、「神武天皇」とされる「カムヤマトイワレビ
コ（神日本磐余彦)」が日向から東に勢力拡大をするとき、最初に寄航し土地
の人々から接待を受けたとされるのが「宇沙」であった。
しかし福澤は、『福翁自伝』において、中津は「田舎」だと、繰り返し述べ
ている。福澤の言う「田舎」とはどのような意味で田舎なのか？町の規模の
点で、大阪や江戸よりも小さいということなのか？情報の点で、長崎・大
阪・江戸と比べて遅れているというのか？それとも、人々の暮らしぶりや自
由さにおいて窮屈だというのか？そして、「田舎」の「繁華の地」はどのよ
うにして成立し、九州において、日本全体の中で、あるいは東アジアの中でど
のような位置を占めてきたのか？
これは福澤が自分の出身の地域との関係で、自分自身をどのように規定して
いたか、という点での鍵となる。言い換えれば、福澤が中津出身であることは
単なる偶然なのか、それとも一定の必然性があってのことなのか？中津出身
でも臼杵出身でも、あるいは熊本出身でも、長崎に行き、大阪で学び江戸に出
る機会があれば､福澤のような事業や著作を行う人になったのか？それとも、
中津出身であることに意味があったのか？
二つ目はこれと関連して、豊前・豊後をふくむ九州一円の「儒学者・蘭学者」
たちの「実学」の構造がどのようなものだったのか、とくに『学問のススメ』
をふくむ、福澤の主要著作とどのような関係にあるのか？という点である。
この点については、久保田、横松、川島によって一定の答えが出されている。
つまり、藤田敬所、三浦梅園や帆足万里、野本白巌、福澤百助、福澤三之助の
流れ、および前野良沢、三浦梅園、帆足万里、村上玄水という二系統の学統を
受け継いで福澤諭吉は福澤諭吉になったという答えである。とくに後者の場合、
奥平中津藩第３代藩主奥平昌鹿にサポートされた前野良沢に象徴されるよう
に､中津藩は解剖学・医学の点で日本の蘭学を牽引したとする点は明`決である。
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しかし、福澤が継承した学統の学問構造およびその後の継承関係を解く課題は
残されている。これは『学問のススメ』に象徴される福澤の著作が、豊前・豊
後等の儒学・蘭学・「実学」をどのように継承・発展させたのか？という問
いであるとともに、日本の儒学・蘭学・「実学」をどのように発展させたの
か？という問いでもある。そして、日本・朝鮮・情という東北アジアにおけ
る近代化の複雑な歩みにとって、「宋学」あるいは「朱子学」に共通の基礎を
持つ、三国の「実学」の展開が果たした役割の評価にもつながる。また、それ
はそのまま今日の東北アジアにおける「持続的発展」ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ
developmentとの関係で、求められている「実業」「実学」の構造を展望する
ことと深い関係を持つ。
三つ目は、福澤の蘭学修行や英学修行にとって、奥平壱岐の果たした役割、
あるいは中津藩の役割は何だったのか？という点である。「国家老」「江戸詰
家老」でもあった壱岐は一貫して諭吉の蘭学・英米学修行をサポートしている
と判断されるが、福澤はなぜ壱岐を「知恵がない、度量がない」と酷評するの
か？「亥年の建白事件」で壱岐が江戸詰家老を失脚し、不遇な晩年を送ったか
らなのか？それとも、「旧藩情」で諭吉が述べているように、物づくりや商売
の現場に近い下士の学問が、そこから遠い上士の学問を凌駕したことを示すこ
とによって、今後の実学の方向性を明確にしたいからなのか？この点は、こ
れまでの福澤研究においてはほとんど論点になってこなかったように見える。
もしそうだとすると四つ目に、『学問の勧め」『福翁自伝』という書物の性格
を次のように規定してよいか、という問いが浮かび上がってくる。すなわち、
①朝鮮にも多くを学んだ伝統的な宋学・朱子学としての実学の枠組みを受け継
いだ書物。②解剖学をふくむオランダ学としての西欧実証科学を取り込みなが
ら、天体から人体まで、言語をふくむ、人間社会の全ての事柄にかんして、思
弁的・実証的に発展させられた豊前・豊後の先人たちをふくむ業績を受け継い
だ書物。③時代や身分の制約上先人たちには論ずることが出来なかった「権理
通義」を軸として、「文明の入り口」の時代にふさわしく、人と人、人と国、
国と国、人と自然との関係を創り出していく、新しい実学を自分たちは作り出
してきたという「下士」の自負を表明し、共に進むことを呼びかける書物。
これら四つの問いに対する本稿の結論を言えば、次の通りである。
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Ｉ 118 ①中津・宇佐地方は古来より、関西・九州・朝鮮半島及び中国大陸をむすぶ交通・軍事の要衝であり、また宗教・産業の重要地点だった。それゆえにカト
リックの宣教師も含めて人の往来も盛んで、背後にある豊前・豊後さらには九
州各地とともに、学問上の新たな試みも行ってきた。同じ理由から江戸幕府は
中津藩をふくむ豊前・豊後の地に譜代大名を配置したが､幕末に至るにつれて、
薩摩、肥前等の外様と比べたとき、譜代であることが中津に一種の停滞を引き
起こした。そして、大阪生まれの福澤が体験した長崎、大阪、江戸、アメリカ、
ヨーロッパでの生活と比較しつつ、故郷中津の人々を励ますためにも、中津＝
｢田舎」が強調された。しかし、大都会・大阪と「田舎」＝中津という二つの
文化を幼少期に体験したことが、二つの故郷の文化を受け継ぎながらさらに
｢改革者」として進んでいく原動力を、福澤に与えることとなった。
②福澤が受け継いだ豊前・豊後、九州の儒学・蘭学・実学は、次のような構
造を持っていた。ｉ）「天が命令として人や万物の与えた役割が本性であり、本
'性のあるがままに従っていくとそこに出来るのが当然行うぺきものとしての道
である、その道を共に行うことが教えである」（中庸）という人間と「天」＝
宇宙との関係認識を踏まえる。ｉｉ）「下学して上達す」（論語）あるいは「格物
致知窮理」（大学章句序）を基本的な認識方法とする。iii）「修身斉家治国平天
下」（大学）という外延を設定して、関係する全てを、その主体としての自分
自身・人間をも含めて研究する。iv）この枠組を「天」「道」「気」「物」「理」
｢知」などの基礎概念をふくめて受け継ぎながら、ａ）解剖学をふくむオラン
ダ学としての西欧実証科学を取り込み、ｂ）天体から人体まで、言語をふくむ、
人間社会の全ての事柄にかんして、思弁的・実証的に発展させた。しかし、ｃ）
時代や身分の制約上、人の平等などについては、展開されず、後にこの点が福
澤の課題となる。
③奥平壱岐は、奥平中津藩が始まった「享保以来の傑物」（『中津藩史』）と
も評される中津藩開明派のリーダーであり、長崎から江戸での英学修行、アメ
リカ行きまで、一貫して福澤の蘭学・英学修行をサポートしたと判断される。
また、壱岐の失脚が、個別に見れば壱岐の責任ではない、壱岐よりも上席の
｢大身」たちゃ時の藩主昌服らによる「姑息の策」（｢旧藩情｣）の結果だと福澤
も見ていた。それにもかかわらず壱岐について福澤は、「悪い人ではないが知
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恵がない度量がない」と述べている。その理由は、大局的に見れば、「生来の
教育、算筆に疎くして理財の眞'情を知らざるが故に下士に依頼して商法を行ふ
も、空しく資本を失う」（同）という「上士」の生活や教育、学問に内在して
いる問題点を強調したかったから、ではなかったか。そして、「下士」の次男
としての誕生から、慶応義塾と最後の藩主・奥平昌遇との合作でできた中津市
学校までの歴史、昌遇が慶応に入学し福澤の世話でアメリカ留学を果たすとい
う一連の出来事を振り返るとき、藩主や「上士」の学問に対するある種の勝利
感もあっただろう。しかし、自分をサポートしてくれた壱岐への無念の思い、
失脚した壱岐をほめる事への障りなども去来し、それが「実を申せば壱岐より
も私の方が却って罪が深いやうだ」との叙述になったとも思われる。
④「中津留別の書」をふまえた「学問のススメ』は、豊前・豊後をふくむ日
本やアジアの先達への思いをはせながら、中津における「下士」の学問が「上
士」の学問を凌駕したという一種の勝利宣言であると共に、「下学して上達す」
等の儒学の基本的発想や方法を踏まえながら、当時の日本に即して翻訳して見
せた書物であった。
本稿は、この作業を今後進めるための一つのスケッチである。したがって不
備が多いので御叱正をいただければありがたい。また、私は過去３年間法政大
学における「キャリアデザイン学演習」においてゼミの学生たちと共に慶応義
塾福澤諭吉研究センター・大阪・中津・日出・杵築・日田・長崎へのフィール
ドワークを行ってきた。その意味では本稿はゼミの学生たちおよびに関係の皆
様へ提出する中間レポートである。あらためて感謝の意を表したい。
２．中津での生活がもたらしたもの
１）大阪と中津～二つの文化をもつ～
①大坂の文化と中津風への違和感
ｉ）「天下の台所」・庶民の町大阪の文化を身につける
天保５（1835）年生まれの諭吉を含め、諭吉の兄弟姉妹５人は、全て大阪で
生まれた。そのために天保７（1837）年の父の死後に中津に帰った一家は、言
葉の点でも衣服の点でも、また生活の自由度の点でも大阪風を引きずっていて、
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’ 120 なかなか土地の人々や生活習慣に慣れなかったという。大阪という土地は、古く「難波の都」が置かれた所でもあり瀬戸内から今日
の近畿圏に入る入り口の一つであった。その後近世に至り、大阪の南に堺が台
頭し、堺の交易ルートは、瀬戸内海を通って九州、さらには東アジア地域の朝
鮮、明の寧波、福州、ルソンのマニラ、ポルトガル領のマカオ、ベトナムのフ
エ、オランダ領のバタビア、タイのアユタヤなどに通じていた。この時期大阪
では、蓮如によって、今日の大阪城の場所に、浄土真宗の－大拠点「石山御堂」
が作られた。顕如の時代になると、加賀における一種の自治政府を始め、近
畿・北陸から越後にかけて特に影響力の強かった、全国の一向衆に対する司令
塔となったのが、「石山本願寺」だった。本願寺は堀と城壁で囲まれた要塞と
なり、敷地内には「寺内町」が形成され、多い時期には「六千余軒」を擁し、
様々な職人や商人たちが生活していた。そしてこの本願寺寺内町は城壁の外に
も広がり、今日の大坂の直接の基礎が作られた(三浦周行『大阪と堺』岩波文庫)。
織田信長・豊臣秀吉によって石山本願寺が滅びた後、秀吉は石山本願寺跡地
に大阪城をつくり、堺の周濠を埋め立てた。これによって堺が没落すると、朱
印貿易や国内流通で、大阪が本州における商業の一大拠点となった。豊臣氏が
滅びると、徳川家康が大阪城を再建し、大阪の町はさらに繁栄した。整備され
た航路により、日本各地からの物資の集散地となり、とくに堂島に米相場がで
きると、各藩が年貢米の販売のために蔵屋敷を設けたことにより、「天下の台
所」と呼ばれるようになった。また、住友家による銅から銀を抜く精錬工場や
堺の鉄砲鍛冶との連携、和泉平野における綿作などによる製品も、大阪から各
地に運ばれた。こうした経済的繁栄を基礎に、文化や学問も栄えた。町人たち
は連歌や茶の湯、人形浄瑠璃や歌舞伎を楽しみ、近松門左衛門や井原西鶴など
の作家、蒔絵師源三郎らの浮世絵師も登場した。また、町人たちの共同出資に
よる「懐徳堂」や蘭方医・緒方洪庵の「適々塾」などもでき、山形蟠桃や麻田
剛立などの学者も盛んな著作活動を行った。江戸幕府は軍事的要衝、経済的拠
点として大阪を重視したが、政治的には御所のある京都に二条城を置き、ここ
から天皇家や公家ににらみを効かせていたので、大阪は京都よりもさらに町人
を主体とする自由な雰囲気の町となった。そして、江戸も含む他の地域に対し
て、京都・大阪に代表される関西圏は、文化的先進地としての強い誇りを持つ
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Ⅱ）中津風への違和感
中津に移った後も大阪風の言葉、髪型、着物の様式を維持していた福澤一家
には、「ドウシテモ中津の人と一緒に混和することができない」「中津人は俗物
であると思って…心の中には何となく之を目下に見下して居｣る状態が続いた。
「私の兄弟は皆大阪言葉で、中津の人が『きうぢゃこち』とい云ふ処を、
私共は『さうでおます」なんと云ふやうな訳で、お互いに可笑しいから、
先ず話が少ない。…母は素と中津生まれであるが、長く大阪に居たから大
阪の風に慣れて、小供の髪の塩梅式、着物の塩梅式、一切大阪の着物より
他にない。有合いの着物を着せるから自然中津の風とは違わなければなら
ぬ。着物が運ひ言葉が違ふと云ふ以外には何も原因はないが、子供のこと
だから何だか人中に出るのを気恥ずかしいやうに思って、自然、内に引っ
込んで兄弟同士遊んで居ると云ふ風でした｡」（『福翁自伝川福澤諭吉全集』
第七巻、Ｐ､７－８）
『自伝』はまた、活発なのに「木に登ることが不得手で、水を泳ぐことが皆
無出来ぬと云うのも、兎角藩中の子弟と打ち解けて遊ぶことが出来ずに孤立し
た所為でせう」と述べている。今日の日本で、外国で異なる生活習慣や言葉を
身に着けてきた「帰国子女」が、積極的な話し方や行動様式、英語等の外国語
を使った場合、日本の学校などで受け入れられないことが、しばしばある。そ
の結果、子供たちが引きこもりがちになったり、場合によっては「いじめ」に
遭ったりすることもある。福澤の場合、「いじめ」には遭っていないようだが、
引きこもりがちという点では似ているかもしれない。
②大阪・九州・アジアを結ぶ中津とその文化
ｉ）中津10万石
福澤一家が戻ってきた中津は、譜代大名の「奥平大膳太夫」が統治する「中
津藩」の城下町であった。その藩域は、今日の大分県中津市と宇佐市の全域、
福岡県豊前市の一部をあわせた「豊前国」７万石、それに飛び地の「筑前領」
２万石、岡山県「備後領」２万石合計11万石、公称「中津10万石」であった
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122 ’ (黒屋直房「中津藩史」壁雲荘、1940年、Ｐ､429-434)。全国の藩およそ280の中で、第36位の石高の中規模の藩、現在の大分県内では最大の藩であった（中嶋
繁雄『大名の日本地図』文藝春秋、2003年)。
中津の町は、16世紀末、秀吉の軍師であった黒田如水による城下町としてそ
の基礎が作られた。奥平藩時代の中津の町は、山国川の河口に面して立つ中津
城を中心に、西側の三の九付近に「上士」が住み、南の大手方面に商業地域の
｢町屋」があり、その周囲に「下士」が住む地域が構造となっていた。戸数
1,162軒、人口4,186人で、「町屋」には、米、魚、塩、呉服などの商家が軒を連
ね、九州の天領16万石を差配していた日田を除くと、現在の大分県ではもっと
も大きな商業の町でもあった。
ｉｉ）関西と九州・アジアを結ぶ九州側の拠点、南九州と北九州の中継地点と
しての宇佐・中津地域
中津の繁栄は、古くから、この中津の地域あるいは中津を含む豊前・豊後の
｢豊の国」が、大阪と九州各地さらには朝鮮半島南部とを結ぶ、九州側の重要
な中継地点だったことによる。
ａ）『古事記』の「神武東征」における最初の寄港地
これは、『古事記』『日本書紀」にも記されている。知られているように、
『古事記」「日本書紀』では、「神武天皇」とされる「カムヤマトイワレピコ
(神日本磐余彦)」の命は高千穂にいた。そして「どこにいったら天下の政がで
きるだろうか？」と考え、「なほ東に行かむ」と言って、「日向」から船出し、
陸地に沿っていったん北上してから東に向かった。
日向を出た－行が、「速吸門（はやすいのと)」すなわち大分県佐賀の関と愛
媛県佐田岬の間の豊予海峡に差し掛かると、亀の背に乗った釣り人に会った。
カムヤマトが釣り人に、「海の道を知っているか」と聞くと「よく知っている」
と言うので、自分の船に乗せて水先案内を頼んだ。そして、日向を出てから最
初に寄港したのが「豊国の宇沙」すなわち後に中津藩領となる今日の宇佐で
あった。
ウサツヒ
「故、豊国の宇沙に到りましし時、その土人（〈Iこびと)、名は宇沙都比
．ウサツヒ〆古、宇沙都比売の二人、足一謄宮を作りて、大御饗献りき」（『古事言a｣|岩
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波文庫、Ｐ､79）
宮崎を出発してから、航路にして約300kｍ、「速吸門」といわれる流れの速
い豊予海峡をへて、船団は休養と食糧補給を必要としていた。その休養と補給
の地として、「宇沙」が選ばれ、ウサツヒコとウサツヒメという地元の人が、
｢アシヒトツアガリノミヤ」という宮殿を建て、宴を催してくれたというので
ある。そしてここから筑紫の「岡田宮」今日の福岡県遠賀郡芦屋に北上、最も
九州と本州が接近している関門海峡を渡って、「阿岐国」すなわち広島県の
｢多祁理宮｣、吉備のすなわち岡山県の「高島宮」を経由して、大阪湾の「青雲
の白肩の津」からの上陸を試みた。
ｂ）大阪への最短で安全な航路の基点「中津・宇佐」
この話は、中津・宇佐地域の性格をよく示している。一つは、九州から関西
へ行くときに、この地域が最短で安全な瀬戸内海航路の基点だという'性質であ
る。九州から関西に行くには高知沖の太平洋から鳴門海峡を通るルートもあり
うるが、これは距離も長く、潮も早く、波も荒いなど、航海技術が発達してい
ない時代にはリスクが大きい。これに対して、「豊の国」である豊前・豊後地
域から瀬戸内を通るルートは、最短距離で、波も穏やかで島伝い、陸伝いに行
くことができる安全な航路である。このために、この中津・宇佐地域は、古く
から大阪航路の九州側の拠点となってきた。
ｃ）食糧が豊かで九州各地と大阪、大陸や朝鮮と大阪をつなぐ中継基地
二つ目は、中津・宇佐地域は食糧が豊かで、そのために九州各地や大陸・朝
鮮半島と大阪を結ぶ中継地点となっていたことである。
大分県最大の平野である「中津平野」と「宇佐平野」が隣接して広がるこの
地域は、今日でも大分県の穀倉地帯として有名だが、瀬戸内海の豊富な漁場に
も恵まれている。そしてこれらの産物の流通のために、中津・宇佐と九州各地
との陸路や海路が発達していた。山国川および川沿いの道によって、九州内陸
の交通の要衝・日田盆地とつながっている。日田は、九州の内陸水運の大動
脈・筑後川によって有明海・佐賀平野と、甘木を経由して太宰府・長崎と、九
重高原・阿蘇山麓を経由して高千穂や熊本平野に通じている。中津・宇佐はま
た、関門海峡を挟んで本州への最短距離にある小倉や南九州の日向各地と陸路
でつながっていた。また海路でも、別府湾・佐賀関・小倉とつながっていた。
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佐賀関は佐田岬を経由する四国への最短距離にあり、小倉は博多や壱岐､対馬、
平戸、長崎、五島を経由して、朝鮮半島や中国大陸、東南アジア各地へとつな
がっている。
図１東アジア・大阪との関係での中津（宇佐）の位置
バタヴィア（オランダ）
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ｄ）宗教的な重要地点
食糧が豊かで交通の要衝にあることで、この地域は宗教的にも重要な意味を
持ってきた。それは、「全国の４万社あまりの八幡神社の総本宮」（宇佐神宮
｢御由緒｣）とされる宇佐神宮の性格に現れている。
宇佐神宮には三つの神殿があり、それぞれの祭神は「一之御殿八幡大神
(応神天皇)」「二之御殿比売大神」「三之御殿神宮皇后」とされる。このな
上メオオカミかで「比売大神」が最iI)古い「地主神」で、「神武天皇の東征の折、宇佐にと
どまり、国造の妹の宇佐津媛と藤原氏の祖である天種子命との結婚という縁」
があり、これが「宇佐神宮が朝廷とを結ぶ要因」とされている。つまり、アマ
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テラス系グループが土地の人を従えたのは、きわめて古い時代だったことを示
し、土地の人との融和を図る立場から、「神宮皇后」より上位の「二之御殿」
に祭っている。同時に比売大神は「海洋神」で、航海の安全祈願の場だったこ
とも示している。「八幡大神」は言うまでもなく戦の神であり、戦に出かける
とき、また反乱や弓削道鏡の皇位継承問題など政権の危機が起きたときに、平
定祈願や「御神託」を受ける場所となった。「三之御殿」に祭られている「神
宮皇后」は、『古事記」では「新羅征討」を行ったとされる。「白村江の戦い」
で大和朝廷と百済との連合軍が新羅・唐の連合軍に破れ､百済が滅亡した後に、
古事記・日本書紀の編纂は始まった。『古事記』において「百済の朝貢」を実
現したとされる応神と「神功皇后」をともに祭っていることは、宇佐神宮での
戦勝祈願の対象地域が日本列島以外に及んでいたことを、意味する。
要するに、畿内と九州各地・朝鮮半島とを結ぶ航海安全の神、畿内と九州・
朝鮮半島にまたがる大和朝廷の勢力圏の維持や反乱平定等の戦の神が、宇佐神
宮の役割だった。そして、宇佐神宮の「元宮」が今日の中津市に位置する「薦
神社」とされていることは、古代の「宇沙」が中津平野・宇佐平野一帯を指し
ていたことを示している（『中津の歴史」中津市刊行会、1980年)。
iii）軍事的戦略地域として登場する中津
ａ）大友宗麟による宇佐神宮寺領制圧と秀吉の腹心黒田如水の領地
中津・宇佐地域はまた、古くから軍事的な戦略的地域だった。平安時代以後、
この地域は宇佐神宮の荘園となったが、１４世紀末には山口に拠点をおく大内氏
支配となり、1551年には、今日の大分市に拠点を築いた大友宗麟の支配となっ
た｡宗麟は自らキリシタンに改宗することによって宇佐神宮の領地を奪ったが、
豊臣秀吉は、大友宗麟と薩摩の島津氏との勢力争いをきっかけに、中津の領主
として自らの軍師・腹心の黒田如水（官兵衛）を送りこんだ。彼を豊前中津１２
万5000石の領主とし、宇佐神宮の領地を復活させて、城下町中津の建設を始め
させた（広池千九郎「中津歴史」上、1890年)。
ｂ）豊前・豊後の海岸に配置された譜代諸大名と奥平中津藩の成立
徳川幕府は、幕府は九州の外様各藩の動きを牽制し、大阪･中津Ｑ小倉・日
田･長崎のルートを確保するために、徐々に、小倉から臼杵に至るまでの瀬戸
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内に面した海岸線に譜代の諸大名を配置し、その中で享保２（1717）年に「中
津奥平藩１０万石」が成立する。
奥平氏が10万石の中津藩主となった時期､九州には外様の各藩が勢力を連ね、
30万石以上の大藩も多かった。すなわち、福岡黒田藩50万石、佐賀鍋島藩３５
万石、久留米有馬藩21万石、柳川立花藩11万石、熊本細川藩37万石、薩摩島
津藩77万石であり、その他にも平戸藩松浦氏６万２千石と、九州の主要地は外
様大名によって占められていた。これに対して、瀬戸内海から玄界灘に抜ける
海上交通と軍事上の重要地域は、今日の大分市から北九州市に至るまで、一部
の例外を除き、全て譜代で固めた。北から、小倉小笠原藩１５万石、中津奥平藩
１０万石、高田松平藩３万２千石、杵築松平藩３万２千石、府内松平藩２万１千
石である。また、大友宗麟の根拠地だった豊後地域は、宗麟の残像をイメージ
した再結集の動きを阻止するために、２－３万石と徹底的に細分化した。
ｃ）江戸幕府による九州統治の拠点と大阪・京都を結ぶ中継地点
このうち、中津藩と小倉藩が10万石以上だった。これには、小倉･中津とい
う海上交通の拠点確保および、幕府による九州統治の中心地・日田、貿易・外
交上の中心地・長崎を結ぶルートの確保の意味があった。
江戸時代の九州統治の中心地は、「両国筋郡代」が置かれ、九州における江
戸幕府領地＝「天領」１６万石の経営を統括する「天領日田」だった。日田から
は、東北の中津、東の府内、南西の熊本、西の久留米、長崎街道と交わる西北
の山家（やまえ）へと、５方向に走る「日田往還」が整備され、日田は九州に
おける内陸交通の交差点となっていた。そして、この日田往還によって、日田
と各地の天領との間で、命令書や復命書が行き交った。とくに、島原の乱でキ
リシタン側の拠点となった「天領天草｣、幕府直轄地で、オランダ・明清との
貿易拠点・長崎の「長崎奉行」と協力して、キリシタン監視と貿易管理、外国
の情報収集を行っていた。
日田はまた「九州探題」としての役目をも負い、北の福岡藩、西の佐賀藩、
柳川藩、熊本藩、南の薩摩藩、東の森藩、岡藩などの外様大名に眼を光らせて
いた。情報や命令書等の行き交いは人の往来を伴っていた。筑後川中流域に位
置する日田は、周辺地域の物資の集散地でもあり、「豆田町」を中心に海運
業・金融業を営み、新田開発を請け負う豪商たちも多かった。
Hosei University Repository
福澤諭吉『学問のすすめ」成立過程における中津時代の意義１２７
図２江戸時代・九州の内陸主要街道と日田往還
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もう一つの拠点は、豊前・小倉だった。瀬戸内と玄界灘をつなぐ軍事・海運
の要衝であり、本州と九州の陸上交通の関門である「関門海峡」をコントロー
ルしつつ、本州側の外様・長州毛利藩と九州側の外様・福岡黒田藩の双方を監
視する「九州探題」の役割も担っていた。また、長崎に至るメインロードであ
る「長崎街道｣、かつてのオランダ貿易の拠点・平戸に至る「平戸街道｣、中
津・日出・府内・臼杵・延岡経由で鹿児島に至る「鹿児島街道」という九州の
三つの主要街道の基点でもあった。
このなかで中津は、日田と小倉という、幕府の九州統治の二大拠点をつなぐ
地点にあった。日田とは山国川沿いの「日田往還」中津ルートによって小倉と
は、「日向街道」および海路によって結ばれていた（稲垣史生『日本の街道ハ
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ンドブツク」三省堂、2003年)。
ｉｖ）大阪、曰田・長崎・福州・マカオ・マニラ・バタビアを結ぶ中継地点と
しての豊後・中津の経済と文化
ａ）キリシタン大名の下での西欧文化の流入
中津が日田・小倉と結ばれていたことは、日本全体の商業の中心地だった大
阪と日田、長崎、さらには長崎に来る「唐人」とオランダ人の拠点、福州・バ
タビアとを結ぶ中継地点に、中津が位置していたことを意味する。
フランシスコ・ザビエルを積極的に招いてキリスト教の布教を支援した山口
の大内氏と貿易権や領土を争っていた大友宗麟は、ザビエルをはじめカトリッ
クの宣教師たちを積極的に府内（現大分市）に招いた。国東半島の南側の付け
はしけ
根の日出で艀に乗り換えて府内に向かったザビエノレとその一行を歓迎した宗麟
は、南蛮寺やセミナリオ、病院などを建設し、ポルトガル・スペインをはじめ
とするヨーロッパの文物を好んだ(外山幹夫『大友宗麟』吉川弘文館、1985年)。
領地と武装勢力を持つ宇佐神宮の勢力を縮小させることも意図して、自らキリ
シタンに改宗した宗麟が中津を勢力圏に入れたことによって、宇佐・中津地域
にも徐々にキリスト教が浸透する。この傾向は同じくキリシタン大名だった黒
田如水が、小倉から宇佐までの広い地域を領地として中津城下町の建設を始め
たことによって、中津を含む豊前・豊後のキリシタン「信者数万二及ヘリト云」
われている（広池『中津歴史』上ｐ､67)。この時期の中津は府内や山口・長崎
とのネットワークを通じて、ザビエルの拠点マカオやスペイン人宣教師の拠点
マニラなどもとつながっていた。
キリシタン文化、スペイン・ポルトガルの「南蛮文化」はキリシタン禁止令
とともに弱くなるが、南蛮文化は中津で蘭学・蘭方医学が展開する下地の一つ
になったと考えられる。
ｂ）ロ田への物資の中継地と中津の経済文化
日田で必要とする昆布などの海産物が中津を経由して運ばれ、日田からは下
駄やろうそくのような特産物も中津に運ばれてきた。その他、奥平藩の初期に
は、薬種物、藍玉、紙、小間物、瀬戸物、真綿、昆布、漆、備後表（畳)、砥
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石などが外から中津へ流入し、米、大豆、小豆、唐辛子、卵、葛、胡麻などが
中津から外へと運ばれた。１８世紀半ばから各藩が「国益」として特産物形成を
行い、中津でも傘などの特産品が作られ、尾道など他の藩の港町まで商売に行
く「中津船」も盛んになって、中津の商業は栄える。このような商品作物作り
と商業の発展は、町人たちに経済的余裕を与え、「中津祇園」や人形浄瑠璃公
演などが盛んになった（中津史刊行会『中津の歴史｣)。
ｖ）豊前豊後地域の学問ネットワークと中津における学問の発展とその特徴
経済的繁栄は学問の発展も促した。それは九州各地とくに豊前．豊後地域等
でのネットワークを形成し、長崎、大阪などと連携していた。すなわち中津の
儒学は伊予宇和島藩生まれの「儒臣」土居震発に始まり、震発の弟子．藤田敬
所の時期に興隆したとされるが、藤田敬所のところには、杵築の三浦梅園が学
びに来た。三浦梅園には日出の脇愚山が学び、愚山には同じく日出の帆足万里
が学び、帆足万里には諭吉の父．福澤百肋や諭吉の先生の一人である野本白巌
が学び、万里と日田の豪商広瀬家出身の広瀬淡窓は友人だった。このような
ネットワークの中で前野良沢の蘭学研究や杉田玄白らとの『解体新書」翻訳作
業も行われ、中津藩第３代藩主・奥平昌鹿の蘭学への理解と良沢への支援、さ
らには第５代藩主・正高による藩校「進修館」設立と洋学の講義もあった。
このネットワークと学問の特徴の一つは、オープンマインドと率直さであっ
た。藤田敬所も、三浦梅園も、帆足万里も、広瀬淡窓も他を排斥することなく、
それでいて率直な批評は行っていた。権威主義ではなく、師であっても友人で
あっても学問上の批判は行い、学問の向上のために努めていた。
特徴の二つ目は「実学」である。これは医学や本草学、天文学など自然にか
かわることと産業や藩政など社会にかかわることと両面にわたり、実際面とと
もに基礎原理の探求＝「窮理」をも重視していた。，7世紀の黒田藩の儒者．貝
原益軒の場合、「理」と「気」を峻別する李退渓流の朝鮮朱子学からの脱皮傾
向をもちながら、「大和本草」で植物学．薬学を、『養生訓』で漢方的医学を、
『楽訓」『大和俗訓」で自然と人間とのコミュニケーションによる人生の悦び、
社会の進展に伴う道徳の変化を、『和俗童子訓ｊで子育てを論じた（井上忠
｢貝原益軒」吉川弘文館、1963年)。
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中津藩医の前野良沢の研究領域も多岐に渡っていた。杉田玄白らとともに
『ターヘルアナトミア」を翻訳して『解体新書』を出版。蘭方医学・蘭学の新
しい地平を開いた。同時に、『彗星編一作考」で天文学、『翻訳運動法」で力学
を、「地学通』『輿地図編』で地理学を、『和蘭築城書』によって軍事技術を、
｢海上備要老』で国防論を、『西洋紀聞』『西国略記』でヨーロッパの紹介を、
『和蘭訳文格』「和蘭訳筌」『蘭訳大成』でオランダ語とその翻訳を論じていた。
三浦梅園は「玄語』『贄語」などによって宇宙論や論理学を検討し、『価原』で
経済を論じていた。また、福澤の父の師でもあった帆足万里は「窮理通』に
よって天体から人体までの自然科学的検討を行い、「医学啓蒙』で医学を、「東
潜夫論』で国防を論じ、長州藩の吉田松陰にも強い影響を与えたとされる。さ
らに、福岡の宮崎安貞は「農業全書」で、日田出身の大蔵永常は『農家益』
『広益国産考』等で日本の各地で行われている農業の技術について、作物や農
家経営に即しながら展開し、各地の特産物形成に大きな影響を与えた。
これらの著作は、朱子学の中心概念である「実学」を、「格物致知窮理」と
いう認識原理や「修身斉家治国平天下」という－人ひとりから世界までを全体
として把握するという対象設定原理を受け継いで発展させたものだった。そし
て、福澤の『学問のススメ』の前提となる基本骨格を既に形成していた。ただ、
江戸時代という制約や担い手に藩儒や武士が多かったこともあって、道徳論と
なると、伝統的な価値観となることが多かった。
③二つの文化と異文化吸収の習慣
このような独自の文化をもつ中津ではあったが、大阪の習`慣がつき家族全体
で大阪を懐かしむ風のあった幼少の諭吉にとって、中津は「門閥制度」「公用
に就いてのみならず、…私の交際上、子供の交際に至るまで、貴賎上下の区別
を成して」いる窮屈なところ（『全集」第七巻、Ｐ､19)、「都会の地には洋学と
云うものが百年も前からありながら、中津は田舎のことであるから、原書は扱
置き、横文字を見たことがなかった」（P､21-22）後進地帯と映っていた。
しかし､漢学修行等を通じて豊前・豊後・九州一円を背景とする中津の文化も、
次第に吸収し、諭吉は二つの文化をもつことになる。そして、一つの文化に固
執しない習』慣は、その後の諭吉の旺盛な「異文化」吸収の基礎を作った。
Hosei University Repository
福澤諭吉『学問のすすめ」成立過程における中津時代の意義１３１
図３中津・九州の学問ネットワークにおける「学問」「実学」の構造
２）家族関係の大切さと女性の地位
中津や豊前・豊後等の文化伝統については追々理解していくとしても、さし
あたっては、家族の影響を受けて諭吉は成長した。
U２ 
天が人に与えた性、性に率う道、道を行う教え
格物致知窮理・下学上達
。
７ 
「
し
・基礎概念習得
･概念操作能力 漢学の素養
･人間の存在、学問の
目的、方法
･学問領域としての
天文、詩、芸術、リテラ
･外国語学習能力シー、儀礼、統治、経済、
修身、論理
、
」
下
快楽・教育・健康・医療・産業・経済・世界・国防・軍事‐ユーーーｌ宇宙・力学・地理学・人体・論理・言語
上
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①屹立する女性～母・於順の影響
ｉ）夫の遺志を継ぎ、一家を支え、正々堂々と子供たちを育てる
父をなくし、長子も１５歳に達していない諭吉一家において、母・於順が一家
の支え手、守り手であり、教育者であった。於順は中津藩士・橋本濱右衛門の
家に生まれ、諭吉の父百助と結婚後、文政５（1822）年に百助の大阪堂島の蔵
屋敷勤番に伴って、大阪に転居。そこで長男三之助、長女、次女、三女および
次男の諭吉の五子を出産。14年後の天保６（1836）年に百助が死去。子供５人
とともに中津に戻った。
武家制度においては「禄」は「家禄」つまり家単位に支給されるので、夫の
死後も「十二石二人扶持」は支給されたが、家族で内職をしながら家計を支え
る日々であった。しかも、「私の兄だからと云て兄弟の長幼わずか十一しか違
わぬ…下女下男を置くと云ふということの出来る家ではなし、母が一人で飯を
焚いたりお菜を栫へたりして五人の子供の世話をしなければならぬ…」状態
だった。そのような中で母於順は、武家の娘・妻・母として、「誠意誠心屋漏
に塊じずということ斗り心がけた」百助の遺志を継いで、正々堂々とした子供
たちに育てることを心がけていた。
「誠意誠心屋漏に塊じずということ斗り心がけた…其（父の）遺風は白
から私の家に存し…一母五子、他人を交へず世間の附合は少なく、明けて
も暮れても唯母の話を聞く斗叺父は死んでも生きているやうなものです。
…淋しい間にも家風は至極正しい。…仮初にも俗な卑随なことは知られな
いものだと育てられて、…自然に爾うなったのは、矢張り父の遺風と、母
の感化力でせう」（｢全集』第七巻、Ｐ､９）
「自伝」において福澤は、中津藩の下士が醤油・油・酒などを買いに行くと
きに、武士が醤油などを自ら買いに行くのは恥ずかしいということで、「頬冠
りをして宵出掛て行く」が、自分は「顔も頭も丸出しで…銭は家の銭だ、盗ん
だ銭ぢゃないぞと云ふ気位で」「白昼公然、町の店に行」ったという、エピ
ソードを載せている。もちろん、これは諭吉の「気位」には違いないが、母の
於順がこれを許さなければ、実際にはできなかったであろう。
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ｉｉ）「慈善心」に篤く世話好きな母
知られているように、諭吉の母は「チエ」という「女乞食」の「凱狩」を頻
繁に行ったというエピソードが『自伝』にある。そして母が取った颪を石のう
えで潰すのが諭吉の仕事で、風を取った後に母はチエに「凱を取らせて呉れた
褒美に飯を遣ると云ふ極り」だったという。そして概括的に、「下等社会の者
に附合ふことが数寄で、出入りの百姓町人は無論、…でも乞食でも楓々と近づ
けて､軽蔑もしなければ忌がりもせず言葉など至極丁寧でした」と述べている。
また、諭吉が学んでいた「塾」に来ていた「諸国諸宗の書生坊主」が遊びにく
ると「母は悦んで取持て馳走でもする」世話好きな面があった、という。
iii）女性の自立イメージの原型と「権理通義」の同等イメージの一つの原型
こうした母の姿は後の諭吉の著作に少なくとも二つの点で影響を与えたと考
えられる。一つは、女性の自立イメージの原型を母の中に見、そうであるから
こそ、自立をサポートすることの大切さを実感したことである。
後の『学問のススメ」において、女大学の「三従」「七去」を批判（第八編
｢我心をもって他人の身を制すべからず｣)。「御殿女中」を例に挙げながら「た
だ朝夕の臨機応変にて主人の寵愛を僥倖するのみ」という、女性が男性に依存
する状態が、「怨望」を生み出すとして批判（第十三編「怨望の人間に害ある
を論ず｣）している。そしてこの論点は、『日本婦人論』『男女交際論』『日本男
子論」『女大学評論」『新女大学』さらには「修身要領」へと展開し、実践的に
は、シーポルトの娘・イネの産科医としての自立支援や慶応義塾における「女
学所」の試みにも繋がった、と考えられる。これらが展開するには母のことの
他に、三人の姉たちの結婚後のこと、サンフランシスコの「写真館の娘」との
出会いをふくむアメリカでの「女尊男卑」社会の経験などもあった。しかし、
幼い日の中津で、「女手一つで」自分たちをしっかりと育ててくれた母の姿が
その根底にあったことは想像に難くない。
もう一つは、女性や「下等社会」の人も含めて、「権理通義」の等しさを強
調する基盤が母を通して作られたとも見られる点である。
『学問のススメ』では、「その有様を論ずるときは、貧富強弱智愚の差あるこ
と甚だし〈…いわゆる雲と泥の相違なれども、…その人々の持前の権理通義を
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もって論ずるときは、如何にも同等にして一厘一毛の軽重あることなし」（第
２編「人は同等なる事｣）と、述べられている。諭吉においてこの発想が成立
するには、アメリカ・ヨーロッパ体験や多くの書物、二度目のアメリカ行きの
帰りの船中での出来事から一方的に受けた謹慎処分など、更なる契機が必要
だったことは言うまでもない。また、後述する中津藩における「門閥」体験も
大きかったに違いない。しかし『自伝』の叙述が事実とすれば、母の姿が「権
理通義」の等しさを論ずること、および「仁恵の私徳」による慈善の大切さの、
一つの原風景になったのだろう。
②学者としての自立・「門閥」の打破～父・百助への追慕～
ｉ）大阪藩邸「元締方勘定人」
父・百助は、宝暦９（1795）年、福澤友米の長男として中津に生まれた。友
米は十二石二人扶持の「下士」だったが、精勤につき一石加増されて十三石と
なった。百助は藩学で成績優秀を理由に表彰され、帆足万里の教えも受けた学
者肌の人であったとぎれる。自らオランダ語を読み天文から人体までを論じた
『窮理通』の著者でもある帆足万里は数学もよくした。その影響もあってか、
百助は｢藩で云ふ元締役を勤めて大阪にある中津藩の蔵屋敷に長く勤番してい」
た（『自伝』ｐ７）。文政５（1822）年から天保７（1836）年までの14年間以上に
及ぶ、かなり長期の「常詰」生活だった。
「中津藩史」によれば、中津藩の藩士には５つのランクがあった。「大身．大
身並・寄合」「供番・家中・小姓」（以上「上士｣）「儒者・医師・祐筆」「中小
姓・供小姓・小役人」（以上「下士｣）「組外・組・帯刀」（以上「卒｣）である。
そして第２ランク「供番」の仕事に「元締」があり、第４ランクの役目として、
｢大阪御回米方」「元締方勘定人」があった（p､488-492)。「元締局に元締小頭・
倉方…の四課を置く」「第一課元締小頭の下に勘定人あり、財政上の諸計画
及之に関する法令の立案並に一切の出納を分掌す…」「第二課倉方の方に大
阪廻米方あり貢米の徴収・支出を担任す」（p､504505）とし、「大阪藩邸」につ
いて次のように記している。
「大阪藩邸は享保五年の設置に係はる、堂島川玉江橋北詰にあり俗に蔵
屋敷と呼ぶ、内に元締局の出張所を置き元締方小頭同勘定人等数人常詰め
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借用金の勘定及廩米を回送して御用達へ返済する精算事務に従事す。また
留守居役一人常詰め御用達に借用の申込・交渉．饗応等の周旋を任務と
す」（p528）
この叙述と、「大阪の藩邸に在勤して其仕事は…大阪の金持ち、加島屋、鴻
ノ池といゆやふな者に交際して藩債の事務を司る役で…算盤を執て金の数を数
え…藩借延期の談判をしなければならぬ」という『自伝』の叙述を重ねるとき、
｢常詰」の「元締方勘定人」もしくは「元締方小頭」だと判断される。
（注）この点について、横松宗「中津からの出発Ⅲ朝日新聞社、1991年）は「百助は、
1821年（文政４年）家督を継ぎ、翌年御廻米方として大阪在勤を命ぜられた゜御廻米方
というのは、蔵屋敷にあって中津から送ってくる米穀を管理し、大阪の豪商に売ったり
抵当に入れたりして藩の財政を賄う資金を調達する役目である。身分は低かったが役目
は重要であった｡」とする一方、「｢大中津市』と題する大型ノートの内容」として「…
『福澤百助は…藩の元締小頭となり、大阪玉江橋北詰の奥平家蔵屋敷に在勤すること十
五年…｣」という叙述を紹介している。横松は「御廻米方」としていながら「大型ノー
ト」では「元締子頭」となっている。また横松が叙述している「役目」の内容は、『藩
史」がいう「大阪藩邸」の「元締方小頭同勘定人」に当たる。また、「御廻米方」は
「貢米の徴収』も行うものであり、中津にあって大阪に送る米＝「廻米」の管理をする
職と考えられる。よって、横松説は誤りであり、「締方小頭同勘定人」の何れかだとい
える。
ｉｉ）「これを坊主にしても名を成さしめん」
諭吉の「父は学者であった｣。諭吉によれば「幼少の頃より学問を好み、同
藩の野本雪巌先生及び豊後の帆足万里先生に従って学び才名があった」(『全集」
第十九巻、ｐ､235）が、父には二つの不満があった。－つは「銭を見るのも積
れると云ふていた純粋の学者」が金勘定をせねばならないこと。そして、学才
があっても身分制度の下では、「藩士」として正当に評価されず、石高が上が
らないことだった。
「此の子が段々成長して十か十一になれば寺に遣って坊主にする」と言って
いたと、母に聞かされて育った。その意味は、「先祖代々、家老は家老、足軽
は足軽」と固定した身分制度に対して、坊主の世界では「何でもない魚屋の息
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子が大僧正となったと云ふやうな者が幾人もある」ので、「これを坊主にして
も名を成さしめんとまでに決心」したのだろうと想像。「其心中の苦しき、其
愛情の深き、私は毎度此事を恩出し、封建門閥制度を憤ると共に、亡父の心事
を察して一人泣くことがあります」と述べている。
iii）学者としての自立、能力あるものが評価される社会～養子にも「坊主」
にもならないで能力が正当に評価される道の探求～
父を追慕することを通して、諭吉はまず学者としての自立を意識するように
なったと考えられる。『自伝』によれば、幼少から形式的には中村家に養子に
出されていた彼は、「養子は忌な事だ、大嫌ひだ。親でもない人を誰が親にし
て事へる者があるか」と兄に言った。裏を返せば親と一緒にいたいということ
である。それもあってか、「坊主」にもならずにいたが、といって「学問をす
べき筈」なのに「学問」もしなかったという。これをもって、諭吉が学者とし
ての自立を意識しなかったとは断言できない。
というのは、『自伝』一つの隠しテーマが、「下学上達」言い換えると「下士」
の学問が「上士」の学問を凌駕するストーリーだとすれば、「手先の器用さ」
の体験を前提として「学問」が行われなければならないからである。父のこと
を思いながら、次男坊でも、養子にも行かず、「坊主」にもならずに、能力が
正当に評価される道の模索を始めたといえよう。
③「愛敬の教」～漢学＆蘭学の道へ誘ってくれた兄三之助～
ｉ）節目、節目を導いてくれた三之助
「自伝』において兄・三之助についての叙述は必ずしも多くない。しかし、
諭吉が針路を選び取ろうとするとき、常に強い影響を与えているのが三之助で
ある。貝原益軒『和俗童子訓」には「愛敬の教」という父・兄が子・弟に対し
てきちんと向かい合い、一人前になる多少厳しく教育することの大切さが説か
れている。三之助の諭吉への対応は、この「愛敬の教」を地で行っている。
兄は、漢学を修めたが「豊後の帆足万里先生の流れを汲んで」いた。
「帆足先生と云へぱ、中々大儒でありながら数学を,悦び…鉄砲と算盤は
士流の重んず可きものである。其算盤を小役人に任せ、鉄砲を足軽に任せ
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て置くと云ふのは大間違ひと云ふ其説が中津に流行して、士族中の有志者
は数学に心を寄せる人が多」<「兄も矢張り先輩に倣ふて算盤の高尚なと
ころまで進んだやうです」（pl6）
このように視野の広い兄が、諭吉を学問の手ほどきをし、同時に服部五郎兵
衛や野本白巌の下で学ぶ段取りをしてくれたと、考えられる。というのは、
｢藩の風で幼少の時から論語を読むとか大学を読むと位の事は遣らぬことはな
い」（p､11）と諭吉は述べているからである。一般的に、統治の学問である儒
学を女性が本格的にすることは極めて稀であったから、家にあって素読の指導
をしたのは諭吉を除くと唯一の男性だった三之助だっただろう。
次に、諭吉が５歳になった頃、元服をして家督を継いだ兄は、藩士としての
仕事をしながら、諭吉に藩士としての心得や仕事を通じて得られた経験を話し
ただろう。
さらに、諭吉が白石照山の私塾に通う際に、塾選びをしたのも兄だった可能
性が高い。
そして、諭吉が19歳のとき、長崎に行ってオランダ語と蘭学修行を促したの
も三之助だった。この折の出張は、「長崎固めは九州諸大名に於て分担す、因
て同事項に関し用務あるときは同地へ出張弁務す」という「長崎役」関連だっ
たと考えられる。長崎での諭吉の生活が家老格の「大身」奥平壱岐にサポート
されてスムースに始まったことを思うとき、事前に壱岐に対して三之助が十分
な依頼をし、段取りをしていたのではないだろうか。
最後は、諭吉が長崎から大阪に独断で行ったときもサポートして、諭吉に
とって一つの決定的影響を与える師・緒方洪庵の適塾で学ぶよう勧めたのも三
之助だった。
ｉｉ）三之助を通じて父親イメージをふくらます
そして父のいなかった諭吉は、この頼りになる兄・三之助を見て、自分自身
で父親イメージ膨らましていったのではないだろうか？
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３）手内職と「実学」の基礎～「上士」の学問を凌駕する「下士」
の学問の基礎～
①手仕事・内職体験
『自伝』で福澤が強調していることの一つは、「手端器用なり」である。
「私は１日藩士族の子供に比べて見ると手の先きの器用な奴で、物の工夫
をするやうな事が得意でした｡」（pl3）
「井戸に物が墜ちた」「箪笥の錠が明かぬ」という場合に工夫をして解決する。
障子張りも得意で、自宅の障子を張るだけでなく親類へも「雇われて張りに行
く」。下駄の鼻緒、雪駄の剥がれたものの繕い、畳表の付替え、桶のタガ入れ
なおし、破れ屋根の漏りの繕い。これらを「自分ひとりで」行った。同時に
｢本当の内職を始め」て、下駄作り、刀剣細工、必要な鑪の制作なども行って
いた。
②たくましい生活力と好奇心
これらの手仕事・内職経験によって、たくましい生活力が培われたと見られ
る。
後の長崎・山本物次郎家での福澤は、「有らん限りの仕事を働き、何でもし
ない事はない」生活を送った。下男と協力して、水汲み、朝夕の掃除、風呂の
世話、飼っている犬猫の世話などの日常の家事労働。借金の申し込みや返済の
延期手続き、金策の手紙の代筆などの家計管理の補助。眼の悪い山本先生に
｢時勢論など、漢文で書いている諸大家の書を読んで聞かせる」ほか、山本の
息子に漢書を教える、秘書兼家庭教師。砲術に関する「写本の蔵書が秘伝で」
それを有料で貸し出したり、書き写したりする砲術図書の管理や解説の仕事。
｢諸藩の西洋家…宇和島藩、五島藩、佐賀藩私水戸藩などの人が来て、…出島
の和蘭屋敷に行て見たいとか、…大砲を鋳るから図を見せて呉れ」などの対応
もしていた。
また、長崎から大阪への旅、軍艦奉行木村摂津守の「従僕」としてアメリカ
にわたった旅など、福澤の転機となった厳しい体験に耐えられる基礎はこのと
き養われたとも言える。
さらに、『自伝』で強調されている稲荷のご神体についてのいたずら等の好
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奇心は､こうした実際|こものと取り組む作業との関係でも育ったと考えられる。
③「下学上達」「掃除」からはじめる「大学章句』
注目すべきことに、この手仕事・内職体験の部分は論語や大学章句の一節と
符節が非常に合っている。論語には次のような場面がある。孔子が私をわかっ
てくれるものがいないね、というと弟子の子貢が、どうして先生のことをわか
る者がいないのですか、と問うた。すると孔子は言った。「天を怨まず、人を
答めず、下学して上達する、つまり身近なことを学んで高遠なことに通じてい
く…」と（｢憲問編」金谷治訳注『論語｣、岩波文庫､1995年、ｐ203)。
つまり、日常生活の中で手先を使う技を習得することが、生活を支えるだけ
でなく、脳が活性化し文字記号の使い方も却ってうまくなることもあるという、
リテラシー上の文脈を押きえた叙述になっている。
また、『大学章句序」には次のように記されている。
「人が生まれて八歳になると天子や三公の子弟から庶民の子弟に及ぶま
で、みな小学校に入れ、そこで立ち居ふるまいをしたりすることの折りめ
や、礼儀作法と音楽、弓射や馬車の扱い、読み書きと算数などの六芸を学
んだ」（金谷治訳注『大学・中庸」岩波文庫、ｐ88）
『自伝』は、１５歳ごろまでは塾には行かないで、論語や大学などは読んだが、
それよりも手先や身体を使って生活に必要な技を身につけていたのだ、と述べ
ている。これは、『大学章句序ｊの指定の通りに学んでいたと福澤が主張して
いることを意味する。
④下士の文化が上士の文化を凌駕する
これらの「仕事」をとおして、仕事と物の性質を理解し、自分の技を発揮し
磨き、人と協力して、「仕事」を確実に最後まで「楓楓と」やりきる能力、そ
れを心地よいと感ずる能力が身についたと考えられる。
また、この経験と読書とが結びついて、言語と現実との対応関係への敏感さ
が身についたと考えられる。「仕事」の経験の中で、材料や仕事の性質につい
ての判断力、自分の意図の明確化や技の錬磨、他の人との調整能力などを身に
つけることが求められる。その際に、自分の身体を通じて得られた認識を、あ
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る程度言語化し整理することによって認識が定着する。そしてこの言語化過程
が、漢学修行で培われた論理性や抽象言語と結びつくことによって、自分の経
験を踏まえた「知識」が成立する。この知識は、ある程度パターン化した「仕
事」をより円滑にする上で役立つ。とともに、新しい状況と出会ったときに、
適切な課題設定、解き方の仮説設定、必要な能力や技の発揮の仕方についての
イメージをもつ上でも、大きな効果をもたらす。
このことは、福澤自身の「１日藩情」を読むとき、いっそうはっきりする。
「旧藩情」での福澤の強調点の一つは、下士の生命力、生活力が上士のそれ
を圧倒する、ということである。すなわち、「権利」「骨肉の縁」「貧富」「教育」
｢理財活計の趣」「風俗習'慣」の点で、「上士」と「下士」の間には大きな隔た
りがあって、「上士」有利で「下士」に不利な制度になっていた。しかし、生
活に迫られて内職などをしてきた「下士」が物づくりに熟練し海運業にも進出
し計算をしながら利潤を得て、子共の教育にも力を入れるようになり、「下士
の力は漸く進歩の路に在り」という状態になってきた｡そして「これに反して
上士は古より藩中無敵の好地位を占めるが為に、潮次に惰弱に陥るは必然の勢
い」になり、「生来の教育、算筆に疎くして理財の眞情を知らざるが故に下士
に依頼して商法を行ふも、空しく資本を失う」という状態が生まれた。「上士」
の生活や教育、学問に内在している問題点の結果である（『全集』第七巻p275)。
⑤「文字の問屋」批判と「自労自活の人」
「学問のススメ」は、「古事記は暗論しても米の相場を知らざる」「世帯の学
問に暗き男｣、「帳合の学問に拙き人」「時勢の学問に疎き人」などを「文字の
問屋」として批判している。これはそのまま「旧藩情」における「上士」の学
問への批判である。「世帯も学問なり、帳合も学問なり、時勢を察するもまた
学問なり。何ぞ必ずしも和漢洋の書を読むのみをもって学問というの理あらん
や｡」と、具体的な生活をベースにした学問を提起している。そしてこれは、
｢修身要領」における「第三條自ら労して自ら食うは人生独立の本源なり。
独立自尊の人は自労自活の人足らざるべからず」へと結晶していく。
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４）漢学修行
①「大学章句序」との－致
諭吉は14歳のとき、書物を「本当に読む気になって、田舎の塾へ行始め」た。
始めは帆足万里の弟子で、藩儒だった野本雪巌の子・野本真城（野本白巌）の
塾に行ったが、真城が藩の財政改革への批判に絡んで「幽閉」されたことに
よって、継続不可能となり結局、白石照山の塾で「四、五年ばかり通学して漢
書を学」んだ。
「白石の塾で…経書を専らにして論語孟子は勿論、すべて経義の研究を
勉め、殊に先生が好きと見えて詩経に書経と云ふものは本当によく講義し
て貰い善く読みました。それから蒙求、世説、左伝、戦国策、老子、荘子
と云ふやうなものもよく講義を聞き、その先は私一人の勉強、歴史は史記
を始め前後漢書、晋書、五代史、元明史略と云ふやうなものも読み、殊に
私は左伝が得意で、…全部通読、凡そ十一度読み返して、面白い処は暗記
して居た。…－通り漢学者の前座ぐらいになっていた｡」（『自伝｣）
これも「大学章句序」の次の叙述と一致している。
「さて子弟が十五歳になると、天子の皇太子と皇子から公・卿・大夫お
よび天子に仕える士人の嫡男、そして万民のなかから選ばれた俊秀に至る
まで、全て大学に入学させ、そこで理を窮め、心を正し、わが身を修め、
人を治めるための方法を教えた。これこそ、さらに学校教育の中で大学と
小学との区別が立てられた理由である」（『大学・中庸」ｐ､88）
②広い読書による視野の拡大
諭吉は基礎的な中国古典を広く学んだが、その特徴の一つは歴史書を好んで
いた点である。これによって、異なるエスニックグループが絡まりあいながら
時代が変化するダイナミックス、そこにおける個人の役割や臨機応変な連携や
対応の重要性等について、視野を広げたと考えられる。また舞台が中国大陸を
中心とする東アジアであることから、日本と大陸、朝鮮半島との関係にも関心
を深めたであろう。
もう一つの特徴は、老荘思想の吸収である。四書を中心とする儒学のコア部
分は人間社会に軸をおいているが、老荘思想とくに『荘子』は宇宙の生命体の
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中に人の生活を位置づけている。また、「老子」は『荘子』と同様の視野を持
ちつつ、その視点から水と生命の関係、戦争への反省、「小国寡民」論で有名
な国家の適正規模という視点からの「帝国」批判などを論じている。これに
よって、現実の統治の状況を相対化する視点を得たといえよう。
③「格物致知窮理」と「修身斉家治国平天下」
また、四書の中核である認識論としての「格物致知窮理」と学問の目的とし
ての「修身斉家治国平天下」についての認識も、深めたに違いない。というの
は、他の論文でやや詳しく述べたように、『学問のススメ』という書物が、前
者を方法としながら、「一身も独立し一家も独立し一国も独立す」と、後者に
新しい時代の命を吹き込むことを目的とした書物だったからである（笹川孝一
｢福澤諭吉『学問のすすめ』のリテラシー論的再解釈」『法政大学キャリアデザ
イン学部紀要』第３号、2006年)。
前者は具体的な「物」と物質循環の基礎としての「気」の役割、その変化の
過程を探求し、変化の訳としての「理」という基礎部分の両方が必要だという
認識を提供した。また後者は、「一身」と「家」と「国」家と「天下」＝世界
とを分節化しながらそれぞれを充実させることによって、全体を改善し、全体
を改善することによってそれぞれを充実させるという、自立的で相互依存的な
発想を提供した。
そして、「学問のススメ』ではさらに、「下学上達」の視点から、生活に係る
全てを学問の対象として設定し、生活の技と知恵を身につけるために自らが生
活の実践に取り組むべきことを強調した。
④基礎研究と言語・文字
漢学修行によって、第一言語としての日本語を訓練したこと、とくに抽象的
な語彙や論理性を訓練したことは、蘭学・洋学を学ぶ上で大きな効果があった
と考えられる。
i）基本概念の習得と蘭学英米学の基礎概念の受け皿
漢学修行を通して諭吉は、天、道、理、気、物、命、一身、家、国、天下な
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ど朱子学の基本概念を習得した。これらの基礎概念は、医学や軍事技術、実証
的な科学に重点をおいていた当時の長崎・大阪の「蘭学｣、江戸・アメリカ・
ヨーロッパなどで英米学を習得するとき、その受けⅢとなった。また、「権理通
義｣｢通義｣｢権義｣｢人間交際｣等、必要な造語をする上で重要な役割を果たした。
ｉｉ）漢学修行経験を通じて身に着けた言語習得の訓練方法
また漢学修行は、言語習得の訓練として、後のオランダ語、英語習得に役
立った。
長崎での諭吉の目的の一つは、オランダ語習得であった。『自伝ｊによれば、
最初にオランダ語の手ほどきを受けたのは藩から蘭学修行を命じられた薩摩藩
士の医学生・松崎鼎甫であった。この「松崎がabcを書いて仮名を附けて呉れ
た」ところから「二十何字を覚えて仕舞ふにも余程手間が掛かったが…次
第々々に蘭語の綴も分かるようになってきた」（『全集』第七巻、Ｐ34)。そし
てそれを踏まえて、「蘭学医の家に通ふたり、和蘭通詞の家に行ったりして一
意専心原書を学ぶ」生活をし、「五十日百日とおひおひ日を経るに従て、意味
が分かるようになる」経験をした（同P24)。その際に注目すべきことは、中
津での漢学修行経験が、この蘭学の基礎習得の役立っていることである。『自
伝』によれば、基礎を松崎に学んでいるときに「漢蘭等し〈字を読み義を解す
ること」なので「恐るることはない」と意識していたという。
「今でも漢書を読んで見ろ、自分のほうが（松崎よりも）数等上流の先
生だ。漢蘭等し〈字を読み義を解することとすれば、左まで此の先生を恐
るることはない。如何かしてアベコベに此男に蘭書を教えて呉れたいもの
だと、生々の初学生が無鉄砲な野心を起こした」（同P34）
言語習得の見地から見て、漢学修行には少なくとも次の二点の効果がある。
まず、漢学の「素読」→「講義」→「暗記」という初学者訓練方法は、言語
習得の一つの基本的な方法であり、オランダ語という外国語に形から入ること
を容易にしたとみられる。一般に、言語訓練の基礎は、文法から入るよりも、
使って覚えることを先行させながら、一定の段階で文法訓練に入って方が効果
的である。それは言語活動が単なる記号操作ではなく、身体活動の一部として
の音声や記号を使った活動だからである。この点で、当時行われていた漢学修
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行では、声を出して読む「素読」から入り、意味の解釈の「講義」に進み、
｢暗記」によって言葉も内容も血肉化すると考えられ、そのような訓練がされ
ていた。こうした修行を身につけていたので、「漢蘭等し〈字を読み義を解す
ること」「恐るることはない」と「一意専心原書を学ぶ」ことができたと考え
られる。
また、外国語としての「中国語」文法の訓練が、オランダ語習得を容易にし
たと考えられる。荻生祖様など一部の学者を除けば、江戸時代の漢学は「読み
下し文」つまり日本語的に読んでいたという点で、漢学修行は外国語修行には
なっていない。しかし、「返り点」を用いた中国語を日本語に訳す作業を通じ
て、無意識の内に中国語文法の訓練をしていた。単語の活用や語尾変化が一切
ない「膠着言語」といわれる中国語は、日本語・朝鮮語文法とはもちろん、
ヨーロッパ語文法とも異なる。だがく主語十動詞十目的語〉という語順は、オ
ランダ語等のゲルマン語をふくむヨーロッパ言語と近似している。したがって、
返り点のないく白文〉によるく素読〉の訓練や、漢文・漢詩を自ら書く訓練は、
結果的に中国語文法すなわちく主語十動詞十目的語〉という語順の、オランダ
語・英語の文法訓練を行っていたことになる。
⑤豊後。豊前の学統に触れたことの意味
父百助や兄三之助、野本白巌や白石照山などを通じて、諭吉も豊前・豊後や
九州一円の「漢学者にして蘭学者」のネットワークに間接的に触れていたとは
いえる。しかし、四書五経のような基本テキスト以外の学者たちの最近の著作
は全てが諭吉の前に示された訳ではなかった。具体的な著作については、この
後に少しずつ触れる機会を得て、徐々に親近感を覚えていったと考えられる。
そして、後述する「蘭学事始ｊに出会って感動の涙をしたように、自分が豊
前中津の出身で、敬所・良沢・梅園・万里・白巌・百助・三之助という学統に
連なる者という自覚は、諭吉を内面から支えたと考えられる。諭吉は、兄や兄
の友人を通して、数学等の点でも「大儒」として尊敬の念をもっていた帆足万
里が、道徳の点では「所謂孝悌忠信で純粋の漢学者に相違ない」（『自伝｣）と
回想している。したがって自然科学者万里の視点によって、万里の道徳論、国
防論を抜け出していくことがこの後の諭吉の課題だったとも言える。
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図４福澤諭吉に至る学統
亀井南青木昆 吉雄耕牛 貝原益軒
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■■ 
鍔三浦梅園脇愚山帆足万里 野本雪巌白石照山緒方洪庵 吉田松陰 野本白巌福沢百助
福沢三之助
福沢諭吉
5）長崎での蘭学修行のチャンスと中津における蘭学の伝統、兄三
之助と奥平壱岐による世話
①ペリー来航の緊迫感の中で長崎での蘭学修行のきっかけをつかむ
}が19歳の嘉永７（1854）年２月、兄の三之助が諭吉を長崎に誘った。砲福澤が19歳の嘉永７（1854）年２月、兄の三之助
術修行およびそのためのオランダ語の「原書」を読む修行をするためだという。
前年の嘉永６年３月には、浦賀にペリーの来航と開国要求があり、８月には
ロシアのプチヤーチンが軍艦４隻を率いて長崎に来航した。この年の３月の
｢日米和親条約」締結によって神奈川、下田、函館が開港されるなど、日本の
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国際関係に大事件が起き、中津にも緊迫感が走った。ペリー来航と開国要求に
際して幕府より「出兵を準備すべきの命」が出、「開国に就きての可否を諸藩
に下問」が成された。この「下問」に関して中津藩で、隠居はしたが強い影響
力を持つ昌高と当主である第８代の昌服との間で意見が分かれたとぎれる。
『藩史』によれば、「公は三百諸侯の大多数と同じく、鎖国擢夷を主旨とし昌高
老公は開国互市を可とすの各意見書を上げる」ことになった。また、プチャー
チンの長崎来航に際しては、「長崎奉行と大事を議せんとするを以て、九州諸
藩と辺海防御の命を受け、一の手この手出兵の準備をな」し、同７年２月１２日
には、「異国船渡来中」は警護人を江戸藩邸に揃えて置くようにと、幕府より
命令が下った。さらにその２年後の安政３年には、中津の「竜王浜三百間の突
端に砲台を築き大砲数門を据えて不慮の変に備」えた（P､370-1)。
このように、海防に関する中津と長崎、九州各藩、江戸との頻繁な連絡連携
が必要とされた時期に、おそらく「長崎役」関連の仕事つまり、長崎奉行およ
び他の九州各藩との打ち合わせ等の用事で、兄三之助が長崎に出張することと
なった。そして、次男なのでどこかの養子として落ち着くか僧侶か学問で身を
立てる他に方策がないが、養子を嫌がっていた弟の諭吉に向かって、砲術修行
とそのためのオランダ語の修行に長崎へ行かないかと、誘った。それは、「坊
主にする」という父の遺志の、変形した実現であった。
「丁度ペルリが来た時で、亜米利加の軍艦が江戸に来たということは田
舎でも皆知て、同時に砲術と云ふことが大変喧しくなってきて、ソコデ砲
術を学ぶものは皆和藺流に就て」学ぶので、…兄が申すに、『和蘭の砲術
を取調べるには如何しても原書を読まねばならぬ…和蘭出版の横文字の書
だ…貴様は其原書を読む気はないか』と云ふ゜」（｢自伝」２２ページ）
これに対して諭吉は、漢学修行において他の生徒よりも出来がよく、「読書
講義に苦労がなかったから…人の読むものなら何でも読みませう」と言って、
｢兄の共をして参」った゜
②家老・奥平壱岐の蘭学修行と壱岐による諭吉の世話の藩としての
位置づけ
下士の次男である諭吉の長崎行きは、正式の修行願いを藩に提出してのもの
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図５福澤諭吉の中津体験と「学問」
大阪と中津＝２つの文化体験
長崎を窓口とする世界への広がり
「門閥」の姪桔
手仕事 基礎的リテラシーと
読書･生活力
･好奇心
･技の熟練
･算術基礎
･母の慈愛と
下級社会とのつきあい 家族愛・兄弟姉妹の助けあい父母兄の教育方針
ではなかったと考えられる。しかし、中津藩として砲術を中心とする蘭学修行
を進める傾向はないでもなかった。というのは、家老の一人である奥平壱岐が
既に長崎に来て、光永寺という寺に寓居して、砲術家の山本物次郎の下に通っ
て、蘭学修行、砲術修行に取り組んでいたからである（｢全集ｊ第七巻、ｐ226)。
そして、次の４点を考えるとき、壱岐の長崎滞在については藩としての何らか
の位置づけがあったとしても不思議ではない。すなわち、①ペリー来航・神奈
川条約締結という時期。②奥平が700-900石という月番交代の家老の１人であ
る「大身衆」で開明派のリーダーであったこと。③２年後には藩の海岸に大砲
数門を据えつけていること。ざらに④その５年後の文久元（1861）年には壱岐
兄の友人たちの議論・情
･国際関係・国防
･幕藩体制の補強と藩政改革
･特産物形成と経済
● 中津藩の蘭学伝統と
帆足万里の学統
報 Ｘ 
Ｘ 
漢学修行
・人間の存在：天・人・性
･学問の目的：修身斉家治国平天下
･方法：格物致知窮理
･分野としての、天文・リテラシー・芸
術・数学・人間関係
･歴史を作る人々
･東アジアのダイナミックス・外国への
眼
学問のおもしろさと努力
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が江戸詰家老となっていること。
もしそうであったとしたら、諭吉の長崎滞在についても何らかの形で、藩庁
内外で話題にはなっていた可能性もある。奥平壱岐の世話で諭吉も初期にはこ
の光永寺に住まい、ついで同じく壱岐の世話で山本の食客となった。諭吉は十
二石二人扶持の小役人の次男坊で、壱岐は大身衆の当主。小久保が言うように
壱岐と諭吉が白巌の同門であることによって、漢学修行の成績のよい諭吉の才
能を買って蘭学修行をさせることが、藩にとっても利益になると考える壱岐以
外の人が、藩の中枢付近にあって壱岐が世話をしていたと考えられる。
③中津の蘭学の伝統と譜代としての制約からくる蘭学促進の微弱さ
後に述べるように、藩としての蘭学の奨励は奥平壱岐が江戸家老になって福
澤を呼び寄せる時期に盛んになるが、それ以前にも中津で蘭学が奨励された時
期はあった。一つは、前野良沢を支援した第３代藩主奥平昌鹿時代であり、他
の一つは第５代昌高の時代である。昌高は、蘭学を好み自らも長崎に行きシー
ポルトと親交の深い薩摩藩主島津重豪の次男であり、「聡明・鋭敏の才能」を
もつ、いわゆる開明派の君主であった。父重豪の影響を受け、「和蘭人の－大
愛護者たる中津老公」には「公の蘭学に熱心なる和蘭辞書・蘭語訳撰等の箸あ
り」とシーポルトにも認識されていた。重豪および後の開明派薩摩藩主・島津
斉彬と共に、江戸のオランダ人の定宿「長崎屋」にシーポルトをしばしば訪ね、
オランダ語を使って会話していた（シーポルト『江戸参府紀行｣)。文政２
(1819）年には藩医村上玄水に人体解剖の許可をしていた昌高は「和蘭舶載の
珍品・奇物」の購入のために「長崎に人を遣わし｣、長崎の`情報収集をし、「開
国貿易の有利を主唱」し、海防の近代化の重要性を認識。砲術家として頭角を
現し後に勝海舟と共に幕府の海軍創設にかかわる佐久間象山を招いて、「江戸
高輪下屋舗内に於て蘭式調練及び新式大砲の鋳造・操作を家人に習授｣させた。
また、野本雪巌に命じて準備させた「藩学進脩舘」を寛政２（1790）年に開設
し、国学、漢学、洋学、算術、砲術などの15科目を置いて、洋学、砲術も含め
て文武両道を奨励した。そのうち、「洋学」については、「自から蘭学を講じ｣、
｢物理．化学を研究する等新知識を領得し又新事物を利用して壬績を拳」げて
いた（『藩史jP353-356)。
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隠居後も強い影響力を維持していた昌高であったが、父・島津重豪の蘭学へ
の支出が薩摩藩財政を圧迫し後に調所広郷の財政政策が斉彬との確執を生んだ
ように、中津藩でも藩財政の急迫の中で、内政重視と開明的政策とのバランス
が難しくなってきた。凶作や－摸、物価高騰の中での藩士による借金返済延期
誓願なども起こる中で、新田開発や米相場、酒販売の自由化や国内での「朱印
貿易」の許可、有力商人の「元締勘定人小頭」への抜擢等によって、経済活性
化と藩の税収強化、藩政改革を図る必要があった。嘉永２（1849）年の中津で
は、初めての種痘実施などは行われていたが、財政的には蘭学は歓迎されな
かった。しかし、ペリーの来航に直面して、砲術を前面に出しながら蘭学が復
活しようとしていた。その微妙な時期における、諭吉の旅立ちだった。
3．長崎への旅立ち後の中津とのつながり
周知のように、福澤は長崎への旅立ちの日、「一度出たらば…再び帰て来は
しないぞ」と「後向て唾して…かけ出した」と述べている。
｢如斯処に誰が居るものか、一度出たらば鉄砲玉で、再び帰て来はしないぞ、
今日こそ宜い心地だと独り心で喜び、後向て唾して楓々と足早にかけ出したの
は今でも覚えて居る」（｢全集」弟七巻、Ｐ､22）
しかし、実際にはその後も中津藩士として、また、中津出身の人々との緊密
な協力において、福澤はその後の人生、「実学」「実業」の道を歩んでいる。
１）中津藩大阪屋敷の人々
長崎に出ておよそ一年後中津に呼び戻きれることになった諭吉は、中津には
くろがねやそうぺえ
行かず、鐵屋惣兵衛という中津の商人に助けられて大阪に出た。また、長Ⅲ奇か
ら、諫早、小倉、下関、明石を経て大阪に着いたときに頼ったのは、当時中津
藩大阪蔵屋敷の勤番になっていた兄三之助と大阪藩邸の人々であった。
「大阪に着て久振で兄に逢うのみならず、屋敷の内外に幼い時から私を知っ
ている者が沢山ある。…其中には、私に乳を呑まして呉れた仲仕の内儀さんも
あれば、…兄の供をして中津から来て居る武八といふ男は、先年も大阪の私の
家に奉公して私のお守りをした者で、…産婆さんも達者にして居る…。私も１日
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を壊しうて胸一杯になって恩はず涙をこぼしました。…真実故郷に帰った通り
で誠に宜い心地｡」（p32）
そして、「大阪でも先生がありそうなものぢゃ、大阪で蘭学を学ぶが宜い」
といって緒方洪庵の「適的塾」で学ぶよう勧めたのは、兄だった（同)。
２）国家老・江戸家老の奥平壱岐によるサポート
①光永寺と山本家の紹介
長崎で諭吉をサポートしたのは、奥平壱岐だった。奥平壱岐の家は、代々家
老を勤める「大身衆」１１人の８位で、石高は700-900石だった（｢中津藩史」
P,473)。長崎での諭吉はまず、「光永寺」という「まず長崎では名のある大寺」
に「居候」をしていたが、それは「藩の家老が滞留中」で、その「奥平壱岐と
云ふ人は其のお寺と親類」だったので、「其の人を便って」のことであった。
そして、砲術家山本物次郎のもとで修行したのも、「奥平が砲術を学んでいる
其縁を以て、奥平の世話で山本の家に食客に入り込みました」という次第だっ
た（i自伝』ｐ22-23,226)。
②オランダ語の築城書の貸与
諭吉には「とても買ふことは出来ず」という、２３両もする高価なオランダ語
の軍事技術の本を貸してくれたのも壱岐だった。すなわち、「熱病」から回復
して大阪に戻り、緒方塾での蘭学修行を再開したときに、兄が「償麻質斯」＝
リューマチで亡くなる。そのために中津に戻った折に、奥平壱岐が長崎から中
津に戻っていたので、壱岐の屋敷に「御機嫌伺」に行った。すると、「和蘭新
版の築城書」を「｢よし貸そう』と云って貸して呉れた」ので、20-30日の間に
全て書き写した（同上P､41-12)。そしてこの書物を訳したのが、諭吉の最も古
い時期の翻訳著作の一つである『ベル築城書』（『全集』第一巻）である。
③江戸への呼び出し、中屋敷長屋での蘭学塾開設の決裁、英蘭辞書
の貸与、アメリカ行きの許可
安政５（1858）年、「江戸の藩邸に蘭学の塾を開きたい…藩中にある福澤を
呼べ」という「藩命」によって、念願の江戸行きが叶った。このとき、「江戸
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詰めの家老」すなわち、中津藩の江戸藩邸責任者として、「意義なく直ちに決
して」くれたのが、奥平壱岐であった（『自伝」Ｐ､77-78)。そして、汐留の上屋
敷に行ったところ、「鉄砲洲に中屋敷がある、其処の長屋を貸すと云ふので…
住って居ると…藩中の子弟が三人五人づつ学びに来るやうになり」、これが後
の慶応義塾へと発展していく。
また、福澤が英語の修行を始めた安政６（1859）年、「ホルトロップ」という
｢価五両」の英蘭辞書を「奥平の藩に嘆願して買取て賃て…毎日毎夜独ち勉強」
したと述べているが、ここにも開明派の壱岐が関与している可能性は高い。
さらに、万延元（1860)年に諭吉が軍艦奉行木村攝津守の「従僕」としてア
メリカに行くが、この時期の諭吉の身分は中津藩士である。したがって江戸詰
家老である奥平壱岐の同意なしに福澤のアメリカ行きは実現しなかったと考え
られる。諭吉が桂川家の伝をたどって木村に直接頼んだのは事実だろうが、中
津藩士の身分として行く以上、藩の決済があって初めて具体化されるものだと
考えられるからである。
④福澤の壱岐批評と「亥年の建白事件」による壱岐の失脚
『自伝」において福澤は、奥平壱岐を一面ではかなり酷評している。「壱岐は
元来漢学者の才子で局量が狭い。小藩でも大家の子だから如何も我儘だ」「奥
平壱岐はお坊さん、貴公子だから、級密な原書などの読める訳はない」「大家
の我儘なお坊さんで智恵がない度量がない｣、蘭学の進歩が速い諭吉に対して
｢ヤッカミ」を抱いて長崎から「中津へ還へすやうな計略を運らした」（同P24）
などと言っている。
しかし、『自伝ｊにおいても、壱岐の「計略」は「あったものと見えて」と
いう諭吉の推測の域を出てはいない｡諭吉を中津へ呼び戻すことにした人物は、
諭吉なども「御隠居様と崇めていた」壱岐の父親だという。
「中津に在る彼の御隠居様が無法なことをしたと云ふは、何れ長崎の悴
壱岐の方から打ち合わせがあったものと見えて、其隠居が（諭吉の）従兄
の藤本を呼びに来て、…諭吉を呼び環せ、アレが居ては体壱岐の妨げにな
るから早々呼び環せ、但しソレには母が病気だと申し遣わせと云ふ、御直
の厳命が下ったから、固より否むことはできず…」（同P25）
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もちろん、他方で長崎時代についても、「全体奥平と云ふ人は決して深い巧
らみのある悪人ではない」（同P､24）といい、築城書を秘密で書き写したこと
などについては「実を申せば壱岐よりも私の方が却って罪深いやうだ」（同
P､78）と、親しみともとれる表現をしている。
この、壱岐に対する実際よりもキツイ評価の背景には、奥平壱岐の失脚とい
う現実があったと考えられる。『中津藩史』は次のように伝える。すなわち、
ペリーの来航以来、日本全体で国防についての議論が盛んになっているのに、
中津藩では旧態依然としていることについて、文久３（1863）年３月に、「有志
の輩」が、江戸家老奥平壱岐の罷免を求めて筆頭家老の「大身奥平図書」に直
訴状を提出した。「畢寛奥平壱岐の専横・横暴、上府（江戸）・本藩（中津）
を隔離するの結果に因るものなれば壱岐を退隠せしめて君側の好を除かん」と
いうものであった。最後の中津藩主・奥平昌邇となる伊達儀三郎を伊予宇和島
藩から世嗣として迎えたことについての、擢夷派の反発が原因と考えられる。
曲折の末、「江戸詰め家老奥平壱岐の職を停め、禄二百石を削」ることとなり、
｢亥年の建白事件」と呼ばれた。
これに対して、「藩史」の著者・黒屋直房は壱岐擁護のコメントをしている。
「元来壱岐は学和漢に通じ、加ふるに長崎に出て蘭学を修め、砲術に精
しく、詩を好くし、書画に巧みに、器玩を愛し盆栽を賞する等多芸にして
趣味広〈特に政治的見識・手腕見るべきもの少しとせず…（奥平家の）中
津時代享保以来の傑物にして当時江戸詰老職を以て…世嗣擁立を断行した
るは刻下の`情勢に処する最善の方策と称すべし…。伊予宇和島の城主十万
石伊達家より幼弱なる儀二郎君を迎えし一事は…特に父君宗代侯の賢明を
考慮に入れたるにあらざるなからんや。…養君の嗣立を以て私欲を暹ふせ
んとする好計の如く弾劾せられたるは誤解・邪推の酷だしきもの…壱岐の
功や妄りに没すべからず」（P､381）
中津藩では、シーポルトとも交際がある開明的君主として知られていた薩摩
藩主・島津重豪の次男を婿養嗣として迎え藩主昌高とするなど、開明的君主を
尊ぶ風潮もあった。長崎経験もあり、福澤の江戸での蘭学塾開設をもサポート
した壱岐もまた、開国の方向性を見通して、宇和島藩との連携を図り、それが
嬢夷派の反発を招いたものと考えられる。ただ、福澤がいう壱岐の「我儘」
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｢局量が狭い」性格が災いしたと『藩史」も言う。
「亥年の建白事件の骨子は、下克上にあり、下士の上士に対する唾整なり、
偶ま奥平壱岐上府家老を以て専権・威福を窓にするを以て彼等の槍玉に上りた
るに過ぎず…唯其心術の不遜にして徳`性の欠如たるが故に彼等の標的となり
…」（P､380-381）
禄を削られ免職となった壱岐は中津藩から「`決々として終に藩を立退くや｣、
開明的君主で壱岐を長崎に遊学させた先代藩主昌高の出身地、薩摩に行った。
そして薩摩藩から「壱岐を抱へて千石を給せんと」申し出があったが、大身第
二位の生田又右衛門を使者として立て「謝絶せしめた」という。その後、「明
治に及んで－時大蔵省に出仕したりしが吹珂・不遇・落莫として晩年を終へた
り」という。
壱岐の決裁がなければ、諭吉の江戸中屋敷での蘭学塾の開設も、後の慶応義
塾も、アメリカ行きもなかった可能性が強い点には、注意が求められる。
３）中津藩士としての「砲術修行願い」と緒方塾への復帰、江戸で
の中津藩士としての生活、蕃害調所への入門、幕府外国方への
出仕
諭吉が再び大阪に戻って緒方塾での蘭学修行を再開した頃、安政３（1856）
年の９月に兄三之助が逝去したので、諭吉は家督を継ぐことになった。「部屋
住み」の立場から、「十二石二人扶持」の中津藩士に、名実ともになった。そ
の結果、緒方塾に戻るには、藩庁に対して正式な「願い」を出す立場になり、
ききずみ
｢私儀大阪表緒方洪庵の許に砲術修行'二罷越したい」と願書を出して「聞済」
の許可が下りた。
大阪から江戸に出るとき、「江戸勤番」のための「藩の公用」扱だったので
｢家来一人振の金」が支給され、江戸に着くと中屋敷に長屋が提供された。
また、横浜で英語が分からないという現実に直面して、英語の習得を目指そう
とした。そして出来たばかりの「九段にある蕃書調所と云ふ幕府の洋学校」が
あるので入門を志した。「藩士の入門願いには其藩の留守居と云ふものが願書
に奥印をして然る後に入門を許すと云ふ」ので「藩の留守居の処に行て奥印の
事を頼み…衿を着て蕃書調所に行って入門を願ふた｣。
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アメリカから戻った諭吉は幕府外国方に出仕するが、この時も中津藩士の身
分は維持した「陪臣」としてであった。
４）慶応義塾を支えた中津人脈
福澤が２回のアメリカ訪問と１度のヨーロッパ訪問を終えて、『西洋旅案内」
『西洋事情』がベストセラーとなったが、一方的な謹慎処分を受けて「小民の
教育専一」を決意して、福澤は既に英学に切りかえていた塾の拡張に着手する。
そして、藩の上士であった島津祐太郎らと頻繁に連絡を取りながら、小幡篤次
郎、小幡仁三郎らを江戸に伴い、慶応義塾の経営等をともに行った。
５）『蘭学事始」の刊行、「中津留別の書｣、旧藩主奥平昌逼の協力
による「中津市学校」ヘの協力と『学問のススメ」
明治２（1869）年には『蘭学事始』刊行に尽力した。神田公平が湯島聖堂裏
の露天で見つけたという、杉田玄白著「和蘭事始』の写本を見た。諭吉は、こ
の本を通じて中津藩の医師で日本蘭学の大先達であり、福澤が蘭学塾を開いた
のと同じ築地の中津藩中屋敷の自宅で『解体新書』の翻訳作業のリーダーを務
めた「蘭化先生」こと前野良沢に出会った心地がすると、感動の様子を記して
いる（｢蘭学事始再版序」『全集』第九巻)。
「既に世に亡き人と思ひし朋友の再生に遭ふたるが如し。…書中の紀事
は字々皆辛苦、就中明和八年三月五日蘭化先生の宅にて始めてターフルア
ナトミアの書に打向ひ、膳舵なき船の大海に乗出せしが如く荘洋として寄
る可きなく唯あきれにあきれて居たろ迄なり云々の一段に至りては、我々
は之を読む毎に、先人の苦心を察し、其剛勇に驚き、其誠意誠心に感じ、
感極まりて泣かざるはなし。…毎度繰り返しては之を読み、右の段に至れ
ば共に感涙にむせびて…｡」
そして、自ら費用を出し題名を『蘭学事始』と修正し、序文を書いて刊行に
尽力し、伝統を確実に継承することに、再版の意義があると述べた。
「数千部の再版書を普く天下の有志者に分布するは即ち蘭学事始の万歳
にして、菅に先人の功労を日本国中に発揚するのみならず、東洋の一国た
る大日本の百数十年前、学者社会には既に西洋文明の胚胎するものあり、
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今日の進歩偶然に非ずとの事実を、世界万国の人に示すに足るべし」
話には聞いていた中津蘭学の先達、前野良沢の苦労と実績を確認することを
通じて、そうした伝統を受け継ぐ「学者社会」の一員としての自分自身を再確
認している様子が伺える。
福澤が江戸に出立するに当たって、中津の人々に残した文章が「中津留別の
書」であるが、これが『学問のススメ』初編の原型を成していることは周知の
とおりである。そこには、奥平壱岐が擁立した最後の藩主・奥平昌遇が私財を
提供して出来た「中津市学校」が介在している。
中津市学校は、城内三の丸の旧家老生田四郎兵衛の屋敷跡に築かれた。第八
代藩主・昌服の隠居御殿である「隠殿」に、「|日中津知藩事」昌逼が「大に士
族の前途を憂慮し子弟をして有用の新知識を習得し独立自営の生計を立てしめ
んとし毎年家禄の五分の一即ち米一千六十石宛てを出資し…又…二万金を…以
て校資に充当する事となし自ら市学校記を述べ」て出来たものであった。
福沢はこの事情について、「中津ノ旧官員ト東京ノ慶応義塾ト商議ノ上」で
きたものであり、「門閥貴賎ヲ問ハズ」「士族ノ上下二別ナク」「恰も封建門閥
ノ残夢中二純然ダル四民同権ノー新世界ヲ開キタルカカロシ」と回想している。
そしてこの「中津市学校」の学生のために小幡篤三郎との共著の形で刊行した
のが『学問のススメ」（初編）だった。
4．要約
大阪生まれの福澤は、古くから交通・軍事の要衝であり、宗教・産業の重要
地点だった中津で幼少期を過ごすことにより、大阪と中津という二つの文化を
持ち、長崎遊学以後生活圏と視野を広げ、「改革者」として進んでいく原動力
を得た。
中津で福澤が受け継いだ豊前・豊後、九州の儒学・蘭学・実学は、後の福澤
の著作の基本骨格を提供した。これに下士の次男としての手仕事体験等が加
わって、先人たちには成しえなかった「権理通義」の視点からの新しい人間関
係の学問を作る動機を得た。
福澤の修行を長崎以後一貫して支えた人物として、中津藩開明派のリーダー
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奥平壱岐がいた。奥平中津藩が始まった「享保以来の傑物」（『中津藩史』）と
も評される壱岐はしかし、下士の学問が上士の学問を凌駕し、下士の発言権が
上士の発言権を制約するという時代の変化の中で、上席の「大身」たちの「姑
息の策」によって失脚する。この究極の原因を、福澤は「算筆に疎くして理財
の眞情を知らざるが故に下士に依頼して商法を行ふも、空しく資本を失う」と
いう「上士」の生活や教育、学問に内在している問題点に求めた。
『学問のススメ』という書物は、慶応義塾と最後の中津藩主奥平昌遇との合
作によって「中津市学校」ができたときに、豊前・豊後をふくむ日本やアジア
の先達への思いをはせながら書かれた。それは、中津における「下士」の学問
が「上士」の学問を凌駕したという一種の勝利宣言であった。またそれは、中、
上士に欠けている具体的現実的ことがらに習熟しつつ、農・商・工の民に欠け
ている統治の学をも修得した下士の、「ミッヅルカラス」としての可能性を強
調したものでもあった。そして「下学して上達す」等の儒学の基本的発想や方
法を、激動の明治初年の日本に即して翻訳して見せた書物でもあった。
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